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エチレンジアミン四酢酸（以下，「EDTA」とする．）は，食品の酸化を促進させる金属イオンとキレー

ト錯体を形成することで食品の酸化を防ぐ酸化防止剤であり，国内では昭和 58 年に使用が許可された食品

添加物である．当所では，福岡市内に流通する食品中の EDTA の検査を実施している．これまでは，食品

中の EDTA を透析により抽出後，精製し高速液体クロマトグラフで定量する方法により，検査を行ってき

た．しかし，抽出に要する時間が長く，食品によっては，EDTA と食品中の妨害物質を十分に分離できない

という課題があった．そこで，抽出方法，精製方法，測定方法について検討した． 

その結果，超音波を用いた直接抽出後，陽イオン交換及び陰イオン交換ミニカラムによる精製を行い，

キャピラリー電気泳動による定量分析を行うことで，前処理操作の簡便化と迅速化が可能になり，また妨

害物質との分離も改善することができた．また，複数の食品について添加回収試験を実施したところ，い

ずれも良好な回収率であり，検査法として適用可能であると判断した． 

 


